
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
昨

年
12
月
20
日
付
、
第
4
航
空

群
司
令
に
着
任
し
た
金
嶋

浩
司
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
海

上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地

に
対
す
る
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
第
４
航
空
群
は
全
て
の
作
戦
機
を
最
新
鋭
哨

戒
機
Ｐ

－

１
に
転
換
完
了
し
、
国
内
外
の
任
務
や
訓
練

で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
わ
が
国

を
取
り
巻
く
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
に
Ｐ

－

１
の
能
力

を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
全
力
で
臨
む
所
存
で
す
。

ま
た
、
少
子
化
や
好
調
な
経
済
を
受
け
、
海
上
自
衛

隊
員
の
募
集
が
極
め
て
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
第
4

航
空
群
司
令
と
し
て
、
募
集
に
も
全
力
を
注
ぐ
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
、
第
４
航
空

群
司
令
在
任
中
は
、
厚
木

航
空
基
地
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

制
度
を
発
足
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
な
ど
、
様
々
な

形
で
厚
木
航
空
基
地
に
勤

務
す
る
隊
員
に
対
し
て
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
29
年
12
月
20
日
付

で
航
空
集
団
司
令
部
幕
僚
長
を
拝
命
い
た
し
、
引
き
続

き
、様
々
な
形
で
交
流
を
得
る
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、

大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
海
上
自
衛
隊
の
航
空
部
隊
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
、
自
然
災
害
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
周
辺
で
起
こ
る

様
々
な
事
態
に
即
応
で
き
る
警
戒
監
視
態
勢
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
国
外
で
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾

で
の
海
賊
対
処
行
動
等
へ
の
対
応
な
ど
、
国
民
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

協
力
会
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
で
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
協
力
会
の
更
な
る

ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆プロフィール◆
出身地：熊本県
職　種：戦術航空士
趣　味：ランニング、スポーツ全般
着　任：平成29年12月20日
＜前配置＞
　第４航空群司令

◆プロフィール◆
出身地：山口県
職　種：固定翼操縦士
趣　味：ゴルフ、釣り、剣道
着　任：平成29年12月20日
＜前配置＞
　海上幕僚監部　人事計画課長

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
9
月
、
第
3
航
空

隊
司
令
を
拝
命
し
、
海
上

幕
僚
監
部
か
ら
着
任
し
た

藤
澤
で
す
。
第
3
航
空
隊

は
航
空
集
団
唯
一
の
全
機

Ｐ

－

１
の
部
隊
で
あ
り
、

国
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
べ
く
任
務
の
完
遂
に
努

め
て
お
り
ま
す
。我
々
が
職
務
に
専
念
で
き
ま
す
の
も
、

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
を
初
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
大
和
市
自
衛

隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
て
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

九
月
四
日
付
で
厚
木
航

空
基
地
隊
司
令
を
拝
命
し
、

山
口
県
岩
国
市
に
所
在
し

ま
す
第
三
十
一
航
空
群
司

令
部
か
ら
着
任
し
ま
し
た

向
井
で
す
。

厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
は
５
回
目
で
す
が
、
厚
木

航
空
基
地
隊
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。航
空
基
地
隊
は
、

飛
行
場
・
施
設
の
管
理
、
基
地
の
警
備
、
航
空
管
制
、

◆プロフィール◆
出身地：岩手県
職　種：固定翼操縦士
趣　味：ラグビー
着　任：平成29年9月4日
＜前配置＞
　海上幕僚監部　総務部総務課　
　広報室長

◆プロフィール◆
出身地：神奈川県
職　種：戦術航空士
趣　味：読書
着　任：平成29年9月4日
＜前配置＞
　第31航空群　首席幕僚

（1） 平成30年3月31日発行第　55　号

大和市自衛隊協力会新聞
第 55号

発 行 責 任 者 ： 谷 　  悟 累
大 和 市 深 見 西 ２ － ６ － ２ ８ （ 事 務 局 ）
Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ４ ６ － ２ ６ １ － ９ ７ ０ ０
Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ４ ６ － ２ ６ ４ － ３ ５ １ １
編 集 協 力 ： 第 ４ 航 空 群  広 報 室

新
着
任
指
揮
官
紹
介航空集団司令部幕僚長

海将補　松
まつもと

本　完
たもつ

第４航空群司令
海将補　金

かねしま

嶋　浩
こう

司
じ

厚木航空基地隊司令
１等海佐　向

むか

井
い

　強
つよし

第３航空隊司令
１等海佐　藤

ふじさわ

澤　豊
ゆたか

US-2救難飛行艇訓練装置（岩国基地研修にて）



平
成
30
年
1
月
9
日
（
火
）、
海
上
自
衛
隊
第
４
航

空
群
（
群
司
令
・
金
嶋
浩
司
海
将
補
）
は
、
新
年
の
幕

開
け
に
際
し
、
今
年
一
年
の
飛
行
安
全
を
祈
願
し
て
初

訓
練
飛
行
を
実
施
し
た
。

海
上
自
衛
隊
第
４
航
空
群
は
、
厚
木
航
空
基
地
に
所

在
し
、
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ

－

１
を
所
有
す
る
部
隊
で
あ

　

第
４
航
空
群

　

平
成
30
年
初
訓
練
飛
行

基
地
勤
務
隊
員
の
福
利
厚
生
、
衛
生
等
を
任
務
と
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
航
空
基
地
に
所
在
す
る
部
隊
の
任

務
遂
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
部
隊
で
す
。た
だ
し
、サ
ポ
ー

ト
す
る
部
隊
が
、
し
っ
か
り
と
支
援
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
他
の
部
隊
は
自
己
の
任
務
に
傾
注
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
で
日
々
勤
務
し
て
い
ま
す
。

当
隊
が
日
々
勤
務
に
専
念
で
き
ま
す
の
も
、
大
和
市

自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
を
始
め
、
厚
木
基
地
所
在
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
か
げ
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
和
市
自
衛
隊
協
力

会
の
皆
様
に
は
、
平
素

か
ら
防
衛
省
自
衛
隊
及

び
厚
木
基
地
へ
の
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

８
月
１
日
付
、
航
空

管
制
隊
司
令
を
拝
命
し
、

徳
島
航
空
基
地
隊
司
令

か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
岩
松
恒
徳
と
申
し
ま
す
。
出

身
は
「
海
無
し
県
」
の
長
野
県
南
佐
久
郡
で
す
。（
高

校
の
後
輩
に
油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士
、
ア
ニ
メ
「
君

の
名
は
」
の
新
海
誠
監
督
が
い
る
こ
と
が
自
慢
で
す
。）

職
種
は
航
空
管
制
幹
部
で
、
当
隊
の
企
画
審
査
隊
長

と
し
て
勤
務
以
来
、
７
年
ぶ
り
に
厚
木
基
地
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。
街
の
様
子
も
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
航
空
管
制
隊
と
っ

て
も
、皆
様
に
は
馴
染
み
が
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

昭
和
48
年
に
新
編
さ
れ
て
お
り
、
来
年
45
周
年
を
迎
え

Ｐ–
１
へ
の
移
行
完
了

◆プロフィール◆
出身地：長野県
出身校：防衛大学
職　種：航空管制
趣　味：旅行、映画鑑賞
着　任：平成29年8月1日　第21代
＜前配置＞
平成27年11月　徳島航空基地隊司令

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
隊
は
、
遥
か
か
な
た
の
洋

上
を
飛
行
す
る
航
空
機
と
無
線
交
信
す
る
「
洋
上
管
制

隊
」、
全
国
の
航
空
基
地
で
勤
務
し
て
い
る
管
制
官
の

教
育
訓
練
を
担
当
す
る
「
教
育
訓
練
隊
」、
及
び
航
空

管
制
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
対
応
す
る「
企
画
審
査
隊
」

か
ら
編
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
目
立
た
な
い
部
隊
で
す

が
、
厚
木
基
地
に
お
越
し
の
際
は
お
立
ち
寄
り
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

る
。
固
定
翼
哨
戒

機
Ｐ

－

１
は
、
昭

和
56
年
か
ら
活

躍
し
て
き
た
Ｐ

－

３
Ｃ
の
後
継

機
と
し
て
、
平
成

26
年
に
第
4
航

空
群
隷
下
で
あ

る
第
３
航
空
隊

に
配
属
さ
れ
、
以

降
、
日
本
周
辺
海

域
の
警
戒
監
視

等
の
任
務
に
従

事
し
て
い
る
。

第
４
航
空
群

司
令
の
「
か
か

れ
」
の
号
令
の
も

と
、
隊
員
が
見
送

る
中
、
Ｐ

－

１
哨

戒
機
４
機
は
厚

木
航
空
基
地
を

離
陸
し
、
訓
練
空

域
で
あ
る
富
士

山
の
方
向
へ
。
ち

な
み
に
厚
木
航

空
基
地
か
ら
は

富
士
山
を
望
む

こ
と
が
で
き
、
空

気
の
澄
ん
だ
冬
の
時
期
は
特
に
美
し
く
我
々
の
目
に
映

る
。
第
４
航
空
群
司
令
部
を
は
じ
め
、
隷
下
部
隊
で
あ

る
第
３
航
空
隊
、
第
４
整
備
補
給
隊
及
び
厚
木
航
空
基

地
隊
の
ス
コ
ー
ド
ロ
ン
マ
ー
ク
（
部
隊
章
）
の
中
に
も

描
か
れ
て
い
る
。

当
日
の
天
候
は
曇
り
で
、
必
ず
し
も
初
訓
練
飛
行
日

和
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
Ｐ

－

１
の
３
機
編
隊
が
富

士
山
を
望
み
な
が
ら
飛
行
し
、
今
年
一
年
の
飛
行
安
全

を
祈
願
し
た
。

８
月
29
日
、
第
３
航
空
隊
で
運
用
し
て
い
た
Ｐ

－

3

Ｃ
が
他
基
地
の
航
空
隊
へ
移
動
と
な
り
、
こ
の
日
を

艦
艇
等
見
学
会

9
月
5
日
に
横
須
賀
の
第
２
潜
水
隊
群
へ
大
高
会
長

以
下
21
名
で
行
っ
て
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
２
0
１
5
年
3
月
に
竣
工
の
最
新
潜
水
艦

「
こ
く
り
ゅ
う
」
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

も
っ
て
、
第
３
航
空
隊
の
運
用
機
す
べ
て
が
Ｐ

－

１
へ

移
行
し
た
。

Ｐ

－

3
Ｃ
は
、
昭
和
56
年
12
月
ア
メ
リ
カ
か
ら
初
め

て
厚
木
航
空
基
地
に

飛
来
、
昭
和
58
年
３

月
、
部
隊
運
用
を
開

始
し
、
約
34
年
間
に

わ
た
り
日
本
周
辺
海

域
の
警
戒
監
視
や
災

害
派
遣
な
ど
に
従
事

し
た
。

今
後
、
第
３
航
空

隊
に
お
い
て
は
Ｐ

－

１
が
Ｐ

－

3
Ｃ
の
任

務
を
引
き
継
ぎ
、
日

本
周
辺
海
域
の
警
戒

監
視
等
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
。

（2）平成30年3月31日発行 第　55　号

航空管制隊司令
１等海佐　岩

いわまつ

松　恒
つねのり

徳



岩
国
基
地
研
修
報
告

法
人
会
員　

㈲
泰
成
緑
地
建
設　小菅　

泰
浩

10
月
5
日
（
木
）
～
6
日
（
金
）
当
協
力
会
米
谷
副

会
長
以
下
24
名
の
会
員
は
、
基
地
研
修
と
し
て
山
口
県

岩
国
市
に
あ
り
ま
す
海
上
自
衛
隊
第
31
航
空
群
岩
国
基

地
に
伺
い
ま
し
た
。

当
日
１
日
目
、

羽
田
よ
り
空
路

に
て
新
岩
国
空
港

へ
。
新
岩
国
空
港

に
到
着
後
、
お
出

迎
え
を
頂
き
ま
し

た
岩
国
基
地
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
て

基
地
へ
向
か
い
ま

し
た
。

基
地
到
着
後
、

第
４
航
空
群
司
令

時
代
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た

二
川
群
司
令
を
表
敬
訪
問
、引
き
続
き
昼
食
会
に
入
り
、

と
っ
て
も
美
味
し
い
牛
丼
定
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
広
報
室
長
の
古
谷
1
尉
よ
り
、
岩
国

基
地
の
発
足
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
と
現
状
に
つ
い
て

丁
寧
に
説
明
を
頂
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
庁
舎
前
に
お
い
て
二
川
群
司
令
と
一
緒
に

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は 

皆
と
て
も

良
い
笑
顔
で
し
た
。

記
念
撮
影
後
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
車
し
基
地
見

学
に
向
か
い
ま
し
た
。“
Ｕ
Ｓ

－

2
”
救
難
飛
行
艇
訓

練
装
置
で
は
、
全
員
が
実
際
に
機
長
席
へ
着
席
し
、
新

岩
国
空
港
で
の
離
陸
か
ら
着
陸
ま
で
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
Ｃ
Ｐ
席
の
教
官
の
お
か
げ
も

あ
り
な
ん
と
か
無
事
に
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！
航
空
機
見
学
で
は
、
12
月
に
退
役
と
な
る
“ 

Ｕ

Ｓ

－

１
Ａ
”
救
難
飛
行
艇
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
基
地

見
学
終
了
後
に

は
、
有
意
義
な

質
疑
応
答
や
意

見
交
換
を
行
い
、

基
地
を
後
に
し

ま
し
た
。

夕
刻
か
ら
は
、

岩
国
国
際
観
光

ホ
テ
ル
に
て
、

当
協
力
会
、
岩

国
地
区
自
衛
隊

協
力
会
様
、
第

31
航
空
群
様
と

の
意
見
交
換
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

協
力
会
の
あ
り

方
や
今
後
の
活
動

や
交
流
に
つ
い
て

な
ど
色
々
な
お
話

が
聞
け
ま
し
た
。

又
、
地
域
の
共

通
点
や
現
状
に
つ

い
て
と
て
も
実
り

の
あ
る
お
話
が
で

き
、
１
日
目
が
終

わ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
観
光
バ
ス
で
岩
国
の
錦
帯
橋
、
宮
島
の

厳
島
神
社
を
観
光
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は 

ま
ず
岩
国
基
地
の

広
さ
で
す
。

新
滑
走
路
が
で
き
、
Ｔ
Ｄ
Ｌ
8
個
分
の
大
き
さ
で
厚

木
基
地
の
約
2
倍
で
す
。

施
設
や
住
宅
な
ど
、
新
し
い
建
物
も
建
設
さ
れ
て
お

り
「
ま
だ
ま
だ
基
地
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

又
、
岩
国
地
区
自
衛
隊
協
力
会
が
平
成
27
年
に
40
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

非
常
に
長
い
活
動
の
中
で
自
衛
隊
や
隊
員
を
大
事
に

思
う
こ
と 

交
流
を
通
じ
て
【
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
】

の
大
切
さ
を
お
話
し
て
頂
き 

我
々
の
地
元
で
も
各
関

係
団
体
と
の
交
流
は
大
切
な
事
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の

度
の
研
修
に
あ
た

り
、
お
忙
し
い
中

に
も
関
わ
ら
ず
大

変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
岩
国
地

区
自
衛
隊
協
力

会
様
、
二
川
群
司

令
は
じ
め
関
係
ご

一
同
様
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

11
月
19
日
（
日
）、
厚
木
基
地
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
、
濱
田
家
（
依
頼
会
員
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
場
所
は
当
協
力
会
の
関
水
理
事
が
所
有
さ
れ

て
い
る
芋
畑
で
す
。
今
回
は
、
当
協
力
会
提
供
会
員
の

関
水
理
事
ご
夫
妻
、
土
屋
顧
問
ご
夫
妻
、
土
屋
顧
問
の

息
子
さ
ん
ご
夫
婦
と
娘
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
芋
掘
り
に
大

喜
び
！
お
い
し
そ
う
な
さ
つ
ま
い
も
を
沢
山
収
穫
し
て

い
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
、
関
水
理
事
よ
り
お
み
や

げ
と
し
て
白
菜
や
大
根
な

ど
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
な

野
菜
を
沢
山
い
た
だ
き
ま

し
た
。

来
年
度
は
、
関
水
理
事

の
ご
好
意
で
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
全
グ

ル
ー
プ
合
同
で
の
芋
掘
り

大
会
を
企
画
予
定
で
す
！

厚
木
基
地
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

艦
内
へ
も
立
ち

入
り
さ
せ
て
頂
き
、

大
変
有
意
義
な
艦

艇
等
見
学
会
と
な

り
ま
し
た
。 

大
変
お
忙
し
い

中
、
今
回
の
見
学
会

を
調
整
し
て
頂
き

ま
し
た
厚
木
募
集

案
内
所
の
岡
山
所

長
、
横
須
賀
総
監
部

広
報
班
の
皆
様
並

び
に
こ
く
り
ゅ
う

の
乗
員
の
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

芋
掘
り
会
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セ
ー
ラ
ー
エ
ク
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チ
ェ
ン
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催

新
規
入
会
会
員
の
紹
介

ち
ど
り
連

☆モバイル１
　・イベント事業
　・大和市西鶴間２−１８−３３
　・	０８０−５０３７−４３６０（代表者　吉田　誠）
   ※ 各種、ご相談は、お電話にてお問合せ下さい。

☆珈琲豆香房オハナ（５月オープン予定）
　・喫茶店 /珈琲豆販売（ペット同伴可）
　・大和市下鶴間２８８６−１７
　・鶴間駅より徒歩１５分（駐車場１台有り）
　・０４６－２８３－０８７１（TEL/FAX）
　・隊員及び会員の方は、飲食/お祝い等のオリジナル
　　珈琲豆の販売→10%OFF、送料無料、ポイントカード
　　有り、詳しくはお電話にてお問合せ下さい。

【法　人】（順不同）

　・山口　司　（相模原市南区東林間）

【個　人】

☆掲載をご希望された会員様のみ掲載させていただいています。

場
見
学
で
あ
る
。

開
講
式
で
は
、
親

元
を
離
れ
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
３
日
間
の

生
活
に
不
安
の
表
情

を
浮
か
べ
る
参
加
者

た
ち
で
あ
っ
た
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
そ
の
表
情
は
笑

顔
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

１
日
目
の
夕
刻
に

は
、
自
衛
官
と
の
懇

談
を
兼
ね
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
行
い
、
参
加
者
と

自
衛
官
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
２
日
目
の

航
空
機
整
備
体
験
で

は
溶
接
の
体
験
や
、

廃
材
を
利
用
し
て

作
っ
た
ア
ル
ミ
板
に
、

参
加
者
が
名
前
な
ど

を
刻
印
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
プ
レ
ー
ト
を

作
成
し
、
参
加
記
念

と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

後
日
、「
必
ず
試
験

に
合
格
し
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
海
上
自
衛
官

に
な
り
ま
す
。」「
今
度
皆
さ
ん
と
再
会
す
る
と
き
は
、

自
衛
官
と
し
て
再
会
し
た
い
で
す
。」
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。
彼
（
彼
女
）
た
ち
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

の
だ
ろ
う
。

各
々
が
充
実
し
た
３
日
間
を
過
ご
し
、
第
４
航
空
群

司
令
か
ら
の
終
了
証
を
受
け
た
後
、
一
段
と
た
く
ま
し

く
な
っ
た
彼
（
彼
女
）
た
ち
は
、
第
４
航
空
群
の
隊
員

に
見
送
ら
れ
、
厚
木
航
空
基
地
を
後
に
し
た
。

厚
木
基
地
阿
波
踊
り
チ
ー
ム
「
ち
ど
り
連
」
は
、
７

月
29
日
、
30
日
に
開
催

さ
れ
た
第
41
回
神
奈
川

大
和
阿
波
踊
り
に
参
加

し
た
。

当
日
は
厳
し
い
暑
さ

の
な
か
、
男
女
の
踊

り
手
と
鳴
り
物
担
当

が
、
気
炎
万
丈
、
最
後

ま
で
演
舞
に
集
中
す
る

姿
に
、
観
衆
の
方
々
は

熱
い
声
援
を
送
り
続
け

た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７

第
４
航
空
群
で
は
、
去
る
7
月
26
日
（
水
）
か
ら
28

日
（
金
）
の
３
日
間
、
全
国
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
中
高

生
76
名
の
中
か
ら
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
36
名
を
対
象
に
、

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７
（
青
少
年
広
報
）
を
実
施

し
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、
中
高
生
に
自
衛
隊
の
職
場

体
験
や
、
基
地
内
に
宿
泊
し
て
自
衛
隊
の
生
活
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
海
上
自
衛
隊
へ
の
理
解
の
促
進
と
、
自

衛
官
へ
の
親
近
感
の

増
進
を
目
的
と
し
て
、

中
高
生
の
夏
休
み
期

間
中
に
実
施
し
て
お

り
、
今
回
が
６
回
目

で
あ
る
。

主
な
実
施
事
項
は
、

航
空
機
（
Ｐ

－

１
）

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
を
は
じ
め
、
隊

員
と
の
懇
談
、
航
空

機
見
学
や
航
空
機
整

備
体
験
を
含
め
た
職

厚
木
航
空
基
地
の
隊
員

が
緊
急
登
庁
す
る
際
、

そ
の
子
ど
も
を
支
援
団

体
の
会
員
（
提
供
会
員
）

が
預
か
る
事
業
で
、
開

始
か
ら
間
も
な
く
2
年

が
経
過
し
ま
す
。

当
協
力
会
を
は
じ
め

厚
木
航
空
基
地
の
支
援

6
団
体
が
活
動
し
て
お

り
、
現
在
、
受
入
れ
家

族
は
全
9
組
、
当
協
力
会
か
ら
は
高
橋
副
会
長
御
夫
婦

は
じ
め
7
家
族
が
支
援
者
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

厚
木
基
地
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

依
頼
・
提
供
会
員
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
当
協
力
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

演
目
の
一
部
始
終

を
終
え
、
大
歓
声
と

拍
手
の
な
か
、「
さ
す

が
ち
ど
り
連
。
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
る

よ
。」
な
ど
と
観
客

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

る
ち
ど
り
連
の
姿
も

あ
っ
た
。

で
、「
セ
ー
ラ
ー

エ
ク
ス
チ
ェ
ン

ジ
」
を
開
催
し
た
。

「
セ
ー
ラ
ー
エ

ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
」

と
は
、
両
部
隊
が
、

相
互
の
友
好
・
信

頼
関
係
の
増
進
と

整
備
員
と
し
て
の

素
養
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
日
米

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員

が
お
互
い
の
部
隊

で
研
修
等
を
実
施

す
る
と
い
う
も
の
。
な
お
、
両
部
隊
は
４
月
に
、
整
備

補
給
部
門
で
は
初
と
な
る
「
姉
妹
部
隊
（
シ
ス
タ
ー
ス

コ
ー
ド
ロ
ン
）」
の
関
係

を
結
ん
で
い
る
。

17
日
と
18
日
は
相
互

に
部
隊
研
修
等
を
行

い
、
最
終
日
の
19
日
に

は
、
早
朝
５
時
30
分
か

ら
６
時
30
分
ま
で
の

間
、
大
和
駅
周
辺
に
て

日
米
共
同
奉
仕
活
動

（
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
）
を
実
施
し
た
。

10
月
１
７
日
か
ら
19
日
の
間
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
（
米
海
軍

厚
木
航
空
機
中
間
整
備
分
遣
隊
）
と
４
整
補
隊
が
共
同

クリーンアップ作戦の様子
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